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ブ
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ジ
ル
の
廃
棄
物
対
策
法
の
成
立
と
今
後
の
展
望
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一
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サ
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ル
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さ
れ
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さ
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初
内
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八
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門
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物
流
制
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は
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れ
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／
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収
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よ
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上
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司
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什
／
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す
る
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右
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し
か
な
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に
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、
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崎
京
物
処
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ご
す
ら
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d

れ
わ
れ
一
、
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る
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、
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っ
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環
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。
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＼
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＼
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縦
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目
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＼
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司
令
際
非
、
物
ザ
宮
市
に
つ
い
て
は
、

ハ
リ
一
ホ
ま
一
じ
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仕
』
い
一
「
、

仰
山
政
誌
を
字
、
一
泊
す
る
に
と
と
ま
コ
γ
、
ド
た

、ljv

一一
i
J
、

d
p
J
Mい

(_) 

強
い
F

の
駁
「
九

－
本
市
山
町
庵
栄
物
に
関
す
る
畑
町
四
け
へ
は
制
た
さ
れ
て
い
と
か
っ
た
が
、

特
だ
の
人
三
一
一
説

士ーホ
F
人、

日川（廿』日仏代

潤
滑
川
学
）

に
闘
し
て
は
、
幾
つ
か
の
述
内
伸
法
の
説
定
（
以
ド
「
特
定
右
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イ
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仁
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＼
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へ
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弐
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｛
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迷
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令
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、
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、

と
い
い
、

ζ上

τん

" 

法
の
成
す
ま
で
に
は
約
一

0
4
1
0
の
T
q
kア
カ
小
つ
に
お
リ
、

そ
の
劃
定
は

ブ
一
一
／
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松
山
叩
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h
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C

な
ぜ
こ
の

k
う
に
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し
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の
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ラ
ジ
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仁
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中
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が
あ
る
亡
ブ
ラ
ジ
ル
議
会
ほ
、
ー
院
こ
下
院
か
ら
附
成
さ
れ
て
い
の

新
p
f
r

示
法
律
寺
判
定
す
る
た
め
の
千
絞
は

uADP
、
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L

と
も
、
十
夜
一
一
試
合
て
も
潤
拾
す
る
一
一
と

法
案
の
戒
す
に
は
、
判
犯
の
ぷ
一
認
が
必
要
で
あ
る

』ず
ノ

フ

ら
れ
と
い
る
が

ゴ
桐

J

ル
憲
法
治
六
五
条
）
「
法
案
が
最
初
に
！
？
託
公
に
お
い
て
弟
一
ぶ
さ
れ
て

た
山
崎
竹
、

一
段
説
会
で

れ

：工

川
刑
法
案
は
山
M
h
す
る
の

h

抗
読
ん
山
に
お
い
て
法
案
う
修
け
・
川
決
さ
れ
た
場
合
に
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そ
の
修
正
さ
れ
た
法
案
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つ

し
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て
司
皮
院
の
本
認
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と
な
る

J

〕
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↑
ノ
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ル
定
法
第
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丸
木
に
よ
れ
い
は
、

H
l

民主明日川、

人
八
統
領
等
が
法
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心
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J
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る
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い
O

h
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同
述

L
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判
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し
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数
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が
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れ
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し
く
な
い
η

い
偶
数
の
法

や
ふ
れ
が
提
出
戸
れ
た
場
合
、

こ
れ
ら
の
伏
奈
は
長
初
に
提
出
し
た
法
案
～
追
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れ
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仁
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追
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す
る
r
は4
火
山
政
！
V
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さ
札
て
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、
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物
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間
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れ
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、
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み
る
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、
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L
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R
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仁
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叫
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叩
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ど
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す
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多
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提
山
さ
れ
る
よ
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な
っ
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こ
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ら
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主
、
れ
だ
法
案
は
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に
時
」
棄
物
問
題
ト
問
序
す
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と
い
う
I
U
7
は
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が
あ
っ
た

1J
か
L
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叫
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物
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ほ
か
入
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ル
Y
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で
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は
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叫
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や
ま
と
め
る
た
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ド
抗
議
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お
い
て
、
院
棄
物
「
d
h
A
の
ワ
ラ
ふ
ン
グ
ゲ
ル
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／
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新
設
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午
に
は
、

" ん

ふ
7
1
4ワ
キ
ン
グ
グ
ル
｝
ず
が
作
成
し
た
判
色
一
寸
に
は
、
使
聞
が
製
引
に
つ
い
に
事
業
苦
い
〈
ム
貝
汗
を
れ
わ
セ
る
提
案
が

含
ま
れ
て
い
h

た
め
一
産
業
＃
が
大
足
討
し

同
ワ
浮
／
グ
グ
ル
ー
プ
の
作
業
は
何
明
記
〕
た
っ

そ
の
夜
、

パ
〉
コ
五
ム
け
に
は

に
作
成
さ
れ
た
判
長
物
対
策
の
提
案
に
は
、

め
に
使
川
済
タ
／
ム
ー
の
輸
入
害
認
め
る
認
案
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
現
涜
省
が
比
対
し
れ
f

ワ
lι

〆
グ
グ
ル
プ
が
再
設
立
三
れ
た
が
、
プ
ご
こ

河叫
1
h
v

イ
ヤ
を
制
九
九
与
す
？
hv
た

二
（
〉
コ
ヒ
ー
九
リ

八
円
に
、
大
統
語
は
、

球
涜
告
の
同
一
百
を
一
又
け
て
、

に
出
棄
物
対
策
に
間
す
7
h
M

給
対
を
問
拾
す
む
た
め
、

市
よ
荒
牧
対
策
決
を
λ

ヰ
入
ヲ
と
た
め
の
汁
山
川
丸
信
足
、
己
＼
（
）
吋
守
系
提
出
し
た
r

こ
の
法
案
也
、
廃
棄
物
円
関
係
カ
あ
る
法
案
と
し
て
、
作
い
主

こ
の
い
山
家
が
、
乱
打
、
）
い
の
且
芋
と
な
っ
た
も
の
ご
あ
る
－
日
川
〈
、

F
院
議
会
に
お
い
て
、
門
官
、

川
市
川
む
い
d

H

j

J

に
ヰ
ー
ム
3

セ
ア
れ
た

Jラジル灯尽空事物対殺伐の投，＇， どノ；－f長引反とさ

民
自
ド
な
る
出
卓
八
物
対
以
ワ
ー
キ
／
ク
ゲ
ル

i
uフ

ユィ,, 
7ん

－
、
れ
が
、
一
伝
実
弟
M
D
U
m
v
b

号
を
検
討
す
る
け
f
E
E
ン
グ
ゲ
ル
；

ブ
」
（

b
T
R
E
s
－
口
、

と

f
ば
れ
～
…
も
の
で
ゐ
ど
で

そ
の
段
、

二
C
r
u
－
八
年
に
は
、

多
く
の
パ
U
m川
公
が
同
か
れ
、

下
院
議
L
だ
け

環
境
吉

註
業
界
、
丙
ハ
川
な
｝

そ
引
れ
ぞ
れ
の
代
三
汁
が
出
窓
に
院
す
る
議
揃
に
参
加
、
工
」

で
は
在
く

ロ
川
ワ
キ
シ
ク
グ
ル
ー
プ

め
た
提

drに
は
、

尚
棄
物
色
刷
出
に
お
け
る
伐
割
J
刀
M
自
制
官
7

、
LF造
的
物
流
制
弘
、
部
門
協
疋

誠
心
ん
が
ん
刊
ま
れ
て
い
た
ほ
か
、

ク
イ
A
J
£
J
Y
山
町
市
～
の
川
崎
京
物
川
川
崎
日
入
全
会

d
J
3
今一川

hhも
子
ま
れ
え
い
た
ペ

こ
の
律
案
に
つ
い
＼
リ
必

ヴ
l
l
f
三
コ

ryrLIJI 

社
会
河
川
体
の
合
主
九
万
以
守
し
た
た
約

川
ワ

lι
ン
ゲ
〆
ゲ
ル
フ
の
提
案
を
一
一
氏
暁
レ
た
法
被
事
N
U
印
、
ご
り
が

丘
楽
作
、

の
一
川
市
認
が
ヰ
（
け
る
い
戸
中
っ
た
の

涜
法
案
辻
早
川
司
ω
＼叩一

5
は
、
む
と
も
と
y

石
河
一
夜
会
か
ら
、
山
片

つ
一
（
い
を
一
月
。
円
に

ち
れ
た
法
楽
で
あ
り
、

τ
院
議
会
が
こ
れ
に
修
正
を
却
え
た
た
め
、

法
案
は
山
叶
佼
H
l

院
議
会
に
送
付
さ
れ
れ
J

H

り
で
？
し

v
L
、

~＇ 

七
月
じ
け
に
ム
十
り
、
同
法
案
が
L

一
脱
会
会
で
可
決
さ
2

川、

つ
い
日
プ
一
ノ
ジ
ゅ
の
経
系
物
対
検
法
が
此
！
げ
し
れ
r
u

木
し
い
は
、
放
射
性
廃
棄
物
以
外
の
宇
て
の
樋
可
、
の
嵯
梨
伐
を
対
象
と
す
ゐ

（
本
法
第
一
条
沼
尻
」

f

本
法
第
七
条
は

τ！
の
日
前

J也
グヲ

一J

ノ
午
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十
ハ
疋
め
て
い
る
が
そ
の
中

C
も

的
適
正
な
L
取
叶
計
七
～
一
行

〕
仁
十

l
I
Fリ

♂
け
が
v
h
l
H
V
台
市

一三削
h

似

（
河
長
第
二
以

J

と
い
う
じ
的
が
L4λ
ご
あ
る

L、

、
夜
建
物
日
付
す
、
の
慢
先
順
位
一
、
も
あ
り
（

4
法
第
九
久
日
ご
実
業
物

ゴ
桐

の
総
予
憎
し
が
が
FJ
込
ま
れ
る
／
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
、

崎
宗
物
判
的
躍
を
同
避
r
人
は
最
小
化
す
ゐ
た
幻
に
、

小
児
物
の
そ
生
抑
制
が
法
的
に

最
優
先
内
対
策
と
し
て
仏
語
づ
け
い
り
れ
た

逆
送
υむ
品
切
流
机
肢

廃
棄
牧
対
最
ナ
仏
の
京
大
の
持
政
は
、
逆
込
的
物
流
出
凶
M
F
c
m』

羽

C

のこん
2
己
目
、

♂池山門川の九
W

判
流
に
お
い
て
は
、

制仇戸出は削世

む
あ
る

造
業
計
ー
か
ら
ば
賞
者
へ
と
い
う
ル
l
k
r
記
送
さ
れ
る
、
戸
ど
の
よ
う
な
製
品
の
物
流
チ
一
地
i

正
ル
l
K
L
P
す
る
と
、
そ
の
い
以
は
、
判
什
釘
者

か
ム
裂
し
叫
業
者
へ
怯
弔
浜
町
荒
川
チ
一
引
波
す
ル

i
k
と
な
る

二戸、い挽、
χ
れ
ば
、
、
叫
造
的
物
流
制
度
と
は
、
製
造
業
者
が
再
人
H
沈
η

叩
山
正
は

活
十
丈
、
処
坪
を
行
う
こ
と
を
玄
凶

υ
て
、
パ
一
由
民
主
治

へ
と
判
J

疋
の
似
川
尚
一
裂
け
同
志
主
汁
叫
す
制
皮
ク
に
あ
る

あえ→

券会

Y
4
1

、J

〈

1

R
こ

送
主
的
物
流
制
度
の
一
常
設
は
、
必
良
川
内
十
六
投
び
そ
の
む
持
、

パ
？
ノ

T
F
Hノー

イ
号
、
一
ぽ
一
泊
A
J
沼
及
び
そ
の
包
装
存
芯

↑
プ
／
ブ

e
n
E
球
並
び

（
八
十
法
第
三

そ
の
忠
造
業
者
、
輸
入
業
号
、
初
冗
業
号
、
小
売
業
者
（
川
仏
、

ザ

lrm
マ。

日
苛
ポ
業
者
一

p

い
う
、

に
は
、
中
」
詩
一
川
製
一
叫
に
つ
い
ご
辺
主
的
物
流
シ
ス
テ
ム
を
構
八
木
L
、
支
拾
す
る
誌
FMげ
れ
付
課
さ
れ
る

本
法
第

来
九
、
コ

州
、
ン
ス
ア
品
い
し
J
れ
は
、
用
資
者
は
対
象
製
品
会
一
小
五
業
以
u
e
u
u
売
義
者
い
引
法
し
、

小
売
茶
話
－

u
u
f
L
煮
詰
は
製
品
を
引

取
っ
し
制
ラ
広
川
茶
話
・
新
入
業
者
ト
引
は
し
、

製
造
主
tde
輸
入
雫
且
れ
は
製
品
を
耳
資
源
化
し
、

r
人
は
、
組
正
に
込
山
岨
し
、

最
終
的
な
処
分

を
行
、

2
一
と
に
な
る
（
本
法
第
一
一
条
店
内
八
用
ニ
〈

弘
次
的
物
流
川
肢
の
培
刊
誌
を
山
山
込
う
す
る
た
め
い
設
旦
有
さ
れ
た
祖
J

冶
が
、
首
戸
川
一
的
。
同
流
抗
惇
一
出
山
手
一
一
安
口
門
会
～
h
c
E
R
C
2
3
E岳
民
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勺

P
H
T
P
］
ロ
戸
］
勺
内
向

E
m門
戸

F2AUV23LAに
羽

E
mロ
戸
山
か
み
《
）
《

ν

何
代
2
2
2）

下
1

弘
明
J
J
λ
士
ハ
ム
三
一
い

7
）
で
あ
る
三
一
恒
久
貝
会
は
、
長
、
同
門
ド
比

を
務
め
る
環
境
十
八
沖
の
ほ
か
、
れ
ほ
慎
太
州
、
で
世
虚
た
は
山
γ
八
百
、
長
部
大
凶
及
び
昨
日
誇
大
詰
に
よ
リ
構
成
さ
れ
る

孜
〈
ド
川
知
子
一
全
治

ヨ
及
び
第
二

A
＼

J

、1
、
主
邦
政
府
の
協
定
宇
治
に
閉
す
る

YJ幕
引
公

j

門
戸
祝
乙
詰
ア
事
尽
の
巧
一
一
七

そ
の
王
た
る
権
限
は

J

川
町

4

度
内
施
行
J

州

に
お
け
る
ぷ
有
情
及
ぴ
守
派
済
f

出
入
協
定
ノ
引
可
能
生
の
雨
価
、
百
人
一
一
一
進
お

ス
う
、
ン
ェ

l
ル
の
州
市
川
疋

物
流
杭
皮
に
均
わ
る
協
疋
、
政
令
μ
叫
が
好
ハ
約
音
の
は
ー
の
必
商
店
川
河
の
汗
任
、

ブ
リ
ソ
ク
？
／
サ
ル
午
、
ン
ョ
ン
の
け
ぺ
庁
い
の
以
J
Lほ
持
寸

で
一
一
。

（政公
1
M
市
＝
四
条
）
「
逆
荘
一
」
U
物
流
杭
度
を
長
体
化
す
る
方
法
に
は

叩
山
門
協
定
、
政
令
及
び
剖
間
約
杏
と
い
ラ
ニ
つ
の
ト
刀
法
が

あ
之

目立

:t: 

i
－条〕
C

ツ
で
こ
で
、
以
下
府
に
説
印
叫
す
る

Jラジル灯尽空事物対殺伐の投，＇， どノ；－f長引反とさ

部
門
協
C

特
定
バ
一
互
市
…
い
い
に
お
け
る
逆
送
的
均
J

侃
制
度
の
実
施
を

d
的
と
ぷ
＼

関
係
事
菜
吉
日
行
政
一
体
庁
協
定
を
締
結

郊
引
い
河
川
右
じ
y

は、

す
る
方
式
で
あ
る
（
本
以
幻

条
第
一
照
明
）

J

川
協
定
辻
、
川
史
的

d

と
す
三
、
の
パ
ハ
的
拾
い
貨
を
守
7
1
Aで
の
さ
事
ω
告
は
行
政
ふ
体
！
こ
院
仇
何
事

今
ま
で
に
な
い
新
た
な
制
川
守
、
あ
る

世
中
山
デ
ヴ
J
め
＋
ム
匂
2

ベ弘司
j
ゾ
均
一
と
4
1点
、

h
E
r
l
r＋

l

f

！？ 

フ
プ
デ
〆
ル
7
J
よ
ね
〆
こ
、

一
一
一
一
J

d

f

t

J

、i

、）

そ
の
起
源
は
町
ヮ
か
に
さ
れ
て
い

見
直
業
連
同

一G
T
E
E
S
－
D
〕
の
資
料
の
い
川
に
、
J

ブ
一
ワ
ジ

f

しいれ

1
〕
が
「
ム
ヨ
発
内
な
が
門
協
定
を
d
h
業
に
ー
こ
い
う
記

jmが
あ
る
、

c
v
h
I
法
、
池
乃
説
々
に
お
い
て
－
ゴ
十
的

な
し、

ぷ
法
の
J
V
J
べ
過
程
」
お
い
r

、は、

4
法
を
検
討
し
た
り
証
平
ン
タ
グ
ル
ブ

な
｝
ノ
ぷ
リ
イ
ク
ル
の
マ
プ
ロ
テ
が
成
功
し
て
い
る
と
、
脱
し
て
い
る
子
、

円九件
F

り
な
田
名
は
羽
記
さ
れ
て
い
な
い
円
仇
万
で
、

部
門
協
疋
の
慨
念
に
は
外
一
位
法
の
影
響
は
な
い
と
述
吋
て
い
る

干
の
際
、

市

JhM

－52
0
口。
z
h
F
出
乙
2
、
ノ
烹
ー
は
か
は
、

同
え
に
よ
れ
ば
、
当

引
の
芹
業
界
に
は
、
沿
道
的
物
流
凱
皮
は
一
伊
吹
末
思
J

）
多
大
な

E
N旧
を
も
た
ら
す
と
い

一
に
い
た
し
そ
の
よ
う
な
不
利
＃

手
同
述
ず
る
わ
め
に
、
政
』
川
と
刃
業
前
～
J

が
対
等
な
か
坊
で
リ
地
伎
町
物
流
山
県
慢
の
長
花
万
試
み
玄
父
渉
で
き
る
出
伎
の

な
t
買
い
れ
な
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。

伊川市党
J

束
に
な
リ
う
る
と
革
、
え
ら
れ
と
い
た
－

協
定
に
川
す
る
攻
ん
ν
の
呪
定
を
み
る
と

連
邦
と
相
川
係
卓
苧
～
壱
そ
れ
ぞ
れ
が
、

る
こ
と

山叫ル
L

引
い
バ
レ
ベ
ル
で
は
、

山尚～疋の

ゴ
桐

が
で
き
る
f

以
外
丁
ハ
弔
コ
条

J

浪
人
間
以
事
主
主
協
会
、
旧
世
芸
協
会

川
防
｛
屯
索
引
父
停
に
法

長
業
協
九
円
、

事
者
以
山
パ
の
出
体
三
進
川
町
能
ヒ
ミ
れ
て
い
ふ
ほ
か

協
定
か
に
に
つ
い
し
は
事
山
内
パ
ア
］
ノ
勺
ケ
ー
ン
サ
ル

、、～久爪

ア
l
J
J
日

〆

じ
ら
れ
て
い
る
コ
連
邦
政
守
の
引
か
ら
位
進
物
流
協
t

疋
を
徒
主
し
た
場
合
に
は

山
口
案
内
容

山川り革委
M
H
会
が

の
技
術
的
及
び
符
凶
的
な
ハ
ナ
れ
可
能
刊
を
計
局
川
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し

（
政
令
第
二

いγ
~ 

+. 
E、一

倒
的
事
業
者
が
掠
京
し

条
第
羽
）

た
川
崎
ム
に
は
、
涼
境
告
が
川
町
索
令
」
司
缶
す
る
r

－
同
当
事
者
が
提
案
に
同
局
し
、
抗
手
一
委
民
会
が
こ
れ
を
承
認
し
た
場
合
に
、
古
布
へ
、
の

掲
紋
に
よ
り
、
協
定
の
効
刀
が
生
じ
る
ご
と
と
な
る

ど

政

令

プ
フ
ジ
ル
に
お
、
い
て
、
述
邦
ば
、
政
令
に
よ
杭
づ
き
は
津
守
叫
刊
行
す
る
広
乾
な
持
阪
会
一
合
宇
る

ラ
ジ
M

？
戸
店
主
刊
一
一
八
い
矢
口

T
A
L
P
山
に
お
い
て
も
同
川
一
三
円
、

逆
主
的
物
流
制
度
の
詐
細
を
政
す
に
あ
り
想
定
1
る－

Z
一！九
J
d

叶
誌
で
あ
る

（
政
令
諒
一

五
条
治
二

F

ヱ
パ
場
合
も
、

パ
ブ
F

ン
ケ
コ
ン
ザ
ル
一
ブ
ヲ
シ
司
、
〆
の
よ
1
1
町
一
時
ぴ
に
r
M
r停
委
員
会
に
よ
る
技
、
門
的
役
び
併
以
的
主
主
C
7
4詑
引
の
評
川

が
義
務
っ
け
ん
れ
て
い
る

部
門
協
定
と
で
約
l

合
一
は
契
約
の
法
内
引
質
を
4
7
す
る
の
で
、

中」

F
者
山
で
の
み
効
刀
を
は
～
生
す
る
の
に
付

し
、
政
令
は
、
れ
は
ー
リ
法
？
こ
し
て
、

uv一
人
に
対
し
て
も
拘
束
力
不
右
す
る
丹
い
か
人
主
右
遠
い
一
じ
あ
る
コ

:J 

一
山
門
前
州
市
川

以
告
ロ
円
引

4
けは、

政
令
も
部
門
協
会
も
仔
ー
な
し
な
し
滋
ム
パ
又
は
で
山
に
存
？
へ

γ
る
此
汁
及
び
部
門
協
定
の
片
的
、
ー
や
L

除
格
化
す
る
持
合
い
の
み
、

クコ
ゴ与
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什
川
叫
結
す
る
こ
J
L
J
可
能
と
さ
れ
て
い
る

一
一
川
政
ム
第
一
二
長
）
c

し
た
が
っ
て
。

主
主
的
物
流
制
度
を
円
咋
に
す
る
一
J

法
の
：
之
、
も
、

いふ約全一ハは狛り一
t
的
か
勺
一
椅
引
則
的
な
機
能
を
有
す
る
も
の
こ
〆

げ
ら
れ
て
い
る
と
い
、
八
る
。
ざ
約
の
小
川
事
守
も
、

内
初
貝
の
場
一
九
円

こ
川
刊
紙
に
事
業
者

J
I政
体

で

あ

え

川
町
境
省
L
h
J

弟
認

ν
た
場
合
仁
、

河
当
官
者
閣
と
の
み
ふ

J

束
力
が
牛
じ
る

し
か

L
、

i
F
Y
ク
コ
／
サ
ル
テ
、
ン
ヲ
／
T
U
U
M
や
実
行
可
能
川
叫
の
司
似
は
と
く
に
詫

J

ぺ
つ
け
ら
九
て
い
な
い
口

い
明
エ
ヲ
る
～
は
ん
yi

も
P

刊日

門
協
d
J
んも
J

E

J

存
在
し
て
U

な
い
た
め

l
l
u
l
寸
T

ニ
コ
、
戸
、

E
E
1
4
h
Z
し
つ

こ
と
は
円
能
で
あ
る

1 

市
内
協
定
と
さ
約
主
回
と
の
比
較

部
門
協
定
L
f

ざ
約
書
に
は
類
じ
f
i
J

が
多
し
が
、

日

｜
一
か
な
検
♂
が
な
さ
れ
て
い
な
い

そ
の
異
ぃ
同
川
に
一

f
v
て
は
吋
（
了
界
に
お
い
に
も
、

Jラジル灯尽空事物対殺伐の投，＇， どノ；－f長引反とさ

苔
川
川
、
、
U
－RL弘
一
的
吻
流
制
民
的

し
て
の
法
的
性
質
や
有
寸
る
と
三
つ
凸
…
で
ぷ
止
ハ
υ
挫
し
て
こ
ωカ
、
次
の

で
あ
る
、

ょ
う
土
利
達
主
、
が
あ
る

:(-

才L
,rよL

fγ「ア

ii 
Lカ;,w 

メF

の
方J、

阪人；L吊JG2 (S 21'l', 1839 2υ：：；， 3 

信長亨
そ司

！？ 

に
つ
い
て
み
る
と
、
諸
問
協
な
に
つ
い
と
は
つ
川
仙
の
パ
ィ
ノ
リ
プ
ク
ョ
ン
す
ル
テ
ー
シ
ヨ
ン
花
び
宏
一
行
可
誌
が
の
浮
鮒

醤
一
「
約
者
の
場
合
に
は

そ
れ
ら
に
つ
い
て
こ
〈
、

μ
一
生
め
ら
れ
て
い
な
い
｝

「
〕
｛
〉
〉

［一

l

A

4

4

ヴ、、し
V
7
4

迭
問
川
性
？
〆
（
口
氏
に
ノ
お
と
い
〕
行
午
、
包
約
去
一
よ
り
も
市
ゆ
え
れ
て
い
る
と
い
、
；
心
。
常
に
、
河
口
開
／
れ
放
機
司
い
つ
い
じ
内
る
L

、
が
巧
協
J

疋

〉

M
f
：
コ
、
ど
止

r
L
J
N
m

加
L

i

J

U

v

f

h

内
に
対
〆
、
さ
約

Z
の
均
合
に
法
、
関
係
ノ
f
f町
山
内
川
閣
は
田
町
主
山
川
自
の
み
で
あ

る
n

川
山
に
、

プ
ラ
ン
ル
い
お
い
て
、
舟
い
約
高
は
、
広
義
の
行
政
契
約
ー
と
解
さ
れ
て
お
h
、
従
来
か

h
h政
ド
体
レ
一
企
業
内
山
の
締
結

慌
が
十
行
い
’
仕
す
る

こ
れ
に
刻
し
、
市
門
協
厄
は
新
規
の
制
度
で
あ
ん
V

！と

3
れ
C
い
る
n

Z
H
P
一、

た
口
河
l
d
l
ト

部
川
山
間
山
正
い
閣
」
O
F

る
条
文
は
今
一
一
ケ

条
あ
り
、
片
較
的
詳
細
～
そ
の
「
刑
判
ん
ち
が
ぷ
め
ら
れ
ζ

ハ
る
の
日
対
し
、
布
日
約
書
に
つ
し
て
は
関
連
条
！
リ
人
が

ヶ
条

L
P
r設
ワ
り
れ
て

一
－
h

、c

し
ム
ノ

U

ノミ
ープ｜向



,,ii 

以
し
し
の
を
踏
ま
え
る
と
、
市
汁
渇
定
は
、

透
明
性
ゃ
接
加
市
民
こ
い
う
mmrJ
か
ら
r
比
束
の
押
一
川
刊
さ
一
刻
皮
J
b一
改
古
し
た
も
の
と
！
？
ス

る
こ
と
が
と
き
、
逆
滋
的
判
涜
刈
疫
の
最
も
霊
法
な
！
？
川
子
誌
と
住
所
づ
け
ら
れ
、
い
る
L

い
え
る

J

下
、
れ
に
対

L
、
誓
約
。
古
判
官
は
、

ゴ
桐

協
定
制
度
と
の
明
日
刊
で
、
補
完
的
、
市
制
定
的
な
ぷ
義
を
と
い
す
る
に
と
ど
ま
る
と
考
、
ズ
ら
れ
る
内

努
乎
‘
制
約
対
策
法
の
川
町
阿
古
川
…

y
け
店
法
レ
し
し
て
の
謀
琵

k
トトし一一占弘、

；
、
f
l
h

廃
一
末
時
尚
間
山
札
口
い
民

3
7
Q
h円
お
れ
な
法
律
じ
は
あ
る
が
、

枠
組
法
前
会
什
絡
の
弦
い
よ
い
存
と

R
依
的
な
m
m
l
た
が
や
r

な
く
、

な
っ
と
い
る
…
そ
の
結
束
、
条
L

よ
り
Lγ

に
で
の
み
で
は
不
削
除
な
ド
取
が
山
偵
し
↑
、
い
心

J

ま
た
、

そ
の
よ
う
会
包
括
的
な
規
定
の
具
体

化
と
そ
の
州
刷
は
拾
わ
法
印
に
依
拠
寸
一
c
る
を
得
合
い
蔀
ヘ
ん
泊
少
な
く
な
い
れ
め
、

じ
一
ハ
体
的

P

司
河
内
町
し
庁
斗
ぺ
I
L
L
T
A

、

の
よ
よ
ノ
な
ム
友
情

ル
色
円
、
つ
こ
と
に
介
ふ
る
わ
？
か
に
問
ず
る
一
小
徒
主
一
性
子
同
い

｝
の
ド
で
つ
な
戸
時
迭
は

家
よ
〕
り
サ
イ
ク
ル
に
係
る
必
混
一
的
物
流
内
規

A

℃
に
nb（
式
的
に
長
れ
て
い

t
こ
こ
信
八
7
L
I
、
主
t
J
J却

d

L

J

j

：：

1
7
f
t
 

流
の
実
施
に
際

L
、
消
法
衰
の
怒
巡
業
フ
ド
へ
の

の
引
J

民
義
務
戸
、
け
は
明
記
さ
れ
て
い
る
が

主主

（
十
人

LY山品川

門
戸
、
源
化
の
u
仏
一
伊
、
家
zU
廃
染
物
の
司
状
、

運
搬
及
、
ひ
j
サ
イ
ク
ル
に
係
る
芦
原
鳥
羽
の
あ
り

H
2
ふ
J

全
く
肯
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

九
人
、
市
場
に
送
り
山
さ
れ
る
家
烹
の
一
泊
執
は
膨
J
、
で
あ
る
こ
レ
ふ
；
り
、

全
r

」の

主
る
の
か
、
そ
れ
〆
J
？
で
の
小
の
一
一
出

の
製
「
川
の
み
が
対
象
い
な
る
か
に
つ
い
ど
も

制
法
の
条
立
の
み
か
ら
は
現
ら
か
ー
は
な
い

U

こ
れ
り
の
｛
J

を
は
、
作
治
に
珂
ら
か
に
す

る
た
灼
に
は
、

町
内
挫
の
よ
う
に
、
市
門
凶
山
花
、

に
」
り
具
体
的
な
史
浩
子
段
を
依
J

止
す
る
必
支
が
あ
そ
そ

方
法
の
り
定
レ
〈
開
始
刊
片
山
間
は
、

同
J
い
い
お
／
什
規
剥
げ
よ
り
定
的
ノ
守
、
と
と
さ
れ
ζ

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

ヴ
ヲ
ジ
ル
山
水
省
リ
叶
ノ
ク
ル
出
肢
の
戸
、
い
化
が
広
範
に
花
れ
一
見
町
仁
安
竹
枯
ら
れ
て
い
v
る
と
い
う
乍
売
は
、

法
山
執
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れ
に
悶
）
ノ
仁
政
に
庁
八
い
武
喜
一
P
P
H
I

、
ズ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
レ
て
い
る
）
ま
た
、
匂

d

打
判
的
な
説
記
が
多
＼
灯
存
す
る
こ
と
か
コ
、
法

誠
心
ん
と
の
υ

一
法
け
穴
も
多
く
、
そ
れ
が
法
的
日
比
一
疋
性
を
出
な
い
、
法
内
実
効
性
会
fmwm作
L
が
た
，

5
t
る
状
況
も
砕
u
念
主
れ
る
つ
さ
ら
に
、

施
行
似
刑
u
h
J

伐
に
円
以
す
る
こ
号
、
え
い
り
れ
る
同
時
九
い
仁
は
、
「
事
者
止
法
当
事
苦
勺
小
川
刊
の
壱
ぞ
）

ドぃ

t
リ
争
う
こ

A

も
子
相
じ
さ
れ

る
n

実
際
、

協
わ
梶
引
を
羽
町
内
川
ψ

」
け
告
が
争
、
っ
削
い
は
珍
し
ノ
、
右
い
の

し
と
い
小
つ

Y
A午
法
の
只
体
化
に
つ
い
て
挽

つ
一
ワ
～
〆
ル
～
Lihhuv

い
J
l

＼

打
川
羽
川
l
l

い
う
方
式
に
多
く
等
依
存
す
る
二
と
に
は
、
中
ア
へ
な
時
起
が
あ
る
と
い
わ
さ
る
き
χ
な
い
に

げ
い
可

J仇
川

APEハ
ノ
附
不
買
っ

rip－
2
／：一日
H

阿
川
比
一
の
泊
り
、

本
門
出
は
、

仰
山
内
協
定
を
誌
も
重
更
な
治
法
的
習
流
制
昨
日
の
i
t
u
m
手
間
と
し
て
位
E
h

づ
け
て
い
る

政
令
や
で
約
書
に

Jラジル灯尽空事物対殺伐の投，＇， どノ；－f長引反とさ

十
hu
防

火

〆

f
、、

J
j
i
－
 

蕊
境
問
怒
は
不
科
会
多
数
の
へ
に

部
門
協
定
は
、

レ
マ
、
に
市
民
主
，
加
と
、
え
ず
ノ
釘
附
I
1
で
綬
札
た
ん
式
む
あ
る
寸
な
わ
J

勺、

？
で
一
？
〕
戸
、
分
般
的
企
彰
叫
し
ふ
及
ぼ
ず
た
め
、

Jh
も
旭
切
な
？
に
机
一
方
伝
は
、
市
民
参
加
に
某
つ
く

C貫
lrc£
る

J

ぷ
J

が
う
て
、
本
米
、

院
す
る
は
刈
削
の
ト
や
げ
過
r
F
全
般
に
院
v

て
、
市
民
参
加
が
保
防
さ

r
る
立
必
が
あ
ろ
う

台、

主
ア
払
引
い
い

は、
m
仲
米
プ
ラ
ン
ル
で
は

の
脳
ノ
ヘ
規
則
を
制
疋
す
る
場
人
け
に
、

市
民
参
加
〆
い
う
子
持
一
は
、

ほ
こ
ん
ん
f

J

育
施
さ
九
一
三
こ
な

か
ン
プ
ー
主
人
ぺ
止
と
、
沢
市
民
品
名
川
が
保
障
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、

FL政
が
最
終
的
な
決
定
権
m
引
を
維
持
）
て
お
り
、
市
民

の
ト
ド
に
が
分
に
一
氏
嘆
き
れ
な
い
こ
亡
が
事
い
υ

よ
乃
刀
、
同
c
T
V
2
2
ロハ
5
5
5
M
L
E
E去
を
お
り
誌
は
、
川
河
川
防
｛
疋
は
、
む
政
Y
T

は

方
向
な
J
山
疋
。
ワ
ロ
セ
ス
℃
は
な
い
た
め
に
、

店
m
告小川弘げが白

h
m川

J
P

耐
を
問
符
ー
さ
る
レ
い
う
刊
凸
d

が
あ
ゐ
と
指
約
し
て
い
る
〉
仮

に
と
っ
て
多
γ

八
な
白
川
和
じ
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
f

芦
U
I
世
界
内
科

グ〉
ト
そ
ろ
だ
と
す
れ
ば

部
門
山
防
｛
じ
の
山
村
川
結
ブ
ロ
と
ス

益
Md
使パ引
fA
れ
、
公
7

阻
・
公
！
な
凱
皮
構
築
が
阻
己
さ
れ
る
り
能
川
川
も
あ
る
が
、
初
門
協
｛
l
山
、
関
し
て
は
、
法
律
い
で
市
民
の
い
Hhhを
黙

／
＼
べ
き
こ
と
が
i
d

疋
め
ら
れ
て
し
之
し
そ
の
ト
一
め
、
当
事
者
と
な
る
手
業
者
に
刷
、
叫
ん
、
出

ιが
れ
賀
川
村
札
J

の
す
お
で
き
加
し
、
ケ
ー
ス

阪人；L吊JG2(S21日 1811 2υ：：；， 3 J 
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パ

f
－
PF
ノラマ八一
J
M山
門
人
物
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
父
沙
に
加
h
る
ご
〆
に
よ
り
、
公
正
料
、
’
戸
以
性
の

η
一
保
が
期
待
で
矢
7
Q
c

ーした

す

〕

i

J

J

F

F

、
P

＼
の
制
度
の
一
？
で
、
市
民
寺
山
は

C
E一
安
ー
な
音
誌
を
有
す
る
と
い
に
ム
ω
J

ゴ
桐

部
門
協
ょ
の
最
大
の
問
題
は

協
定
の
拘
束
力
で
あ
る

吋
人
ハ
山
川
〉
こ
の

雌
L
m
J

い
部
門
協
定
は

法
浮
上
の
根
拠
を
わ

L
と
お
一
）

法
山
伴
氏
J
h
t

有
す
る
法
定
協
定
で
あ

pω
ロ
し
た
が
：
し
、

同
協
定
の
虫
行
は
氏
嘉
手
続
仁
よ
り
保
障
さ
れ
ふ
u

し
か
し
な
が
ら
、
州
協

反
が
l

内
法
の

し
た
什
初
心
を
有
す
る
の
、
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
お
い
て
一
析
の
ど
わ
し
た
状
感
が
丹
じ
ゐ
こ
と
に
も
な
る

f

な
ぜ
士
一
り
、
ま
ず
、

ギ
法
い
お
川
て
、
正
一
進
的
物
流
別
出
ト
問
問
ー
で
は
、
伺
交
有
及
び
関
係
市
J

業
片
に
終
末
物
の
引
波
宗
務
r
人
は
引
取

義
務
が
ぶ
戸
れ
て
お
り
、
部
門
協
定
は
匂
で
の
実
箆

f
段
の

祁
で
あ
る
〈

そ
の
際
、
部
門
協
定
以

H

－μ引に
妓
似
し
た
法
的
引
涯
を
布

J
q
J

ノュ
h
l
y

ど
ま
る
た
め

般
に
川
市
γ
再
開
に
お
い
て
し
か
↓
仏
的
対
川
i
r
M
J
Jし
な
い
、

不
法
μ

川
人
び
凶
い
ち
行
規
肢
は
、
y

弘
津
で
あ
る
が
放
に
、

い
か
な
る
者
に
対
シ
マ
も
拘
＋
市
民
力
を
布
ー
す
る
の
い
対
し
、

川
一
注
的
問
流
制
度
、
r

州
出

h
h
u
M
？
に
よ
け
完
治
え
れ
た
い
尉
ム
刊
に
は
、

ぞ
の
ト
？
っ
J
P
A

律
の
ふ
い
的
効
ナ
ナ
ピ
及
ぼ
す
～
工
一
は
弓
し
え
な
い

J

こ
の
場
合
、
主
事
行
の
み

が
義
務
を
何
日
、

2
しし
f

か
ら
、
ー
お
十
行
為
だ
の
山
一
工
事
主
で
あ
る
南
j
u
ヘ
ぷ
つ
の
み

4

、
コ
ヲ
苛
で
は
士
、
い
治

じ〉

費
必
に
、
村
川
河
川
沿
疋
に
よ
〉
て
引
…
校
義
務
会
内
情
バ
わ
ゼ
y

で
L

こ
は
で
き
な
い
c

引
い
出
設
務
が
存
拍
L
ない印刷川ム口、

何
的
か
の
イ
シ
七
〆

て
／
が
な
い
以
リ
通
常
、

消
立
抗
弁
が
わ
ざ
わ
、
さ
U
V
市
会
J
1
一
役
場
所
ま
ξ
淫
ぶ
こ
は
民
ら
な
い
た
め
、
送
治
的
物
涜
制
度
が
肌
刊
誌
人
叶

ん
ム
に
陥
る
l
v
能
性
が
止
め
る

も
っ
と
も
、
ご
の
点
に
喝
し
、
〕
エ
ミ
れ
を
と
号
C
T
5
2
T
n弓
上
は
、
法
違
約
物
流
叫
ん
山
皮
に
お
け
る
南
京
者
の
引
波
疋
務
は
、
第
一

二
条
心
情
川
頃
で
円
叶
ら
か
に
な
ハ
て
お
り
、

L
A
1
 

実
捻
］
院
の
法
的
作
貨
の
い
か
ん
に
か
v

か
わ
ら

F
、
消
費
者
は
引
渡
義
新
手
負
、
っ
と
ホ
ベ
て

し
か
し
な
が
ら
、
第
二

た
は
抽
象
的
な
規
定
で
あ
ん
叩
ろ
え
、

本
法
口
仏
い
に
部
門
協
氾
が
徒
約
の
け
山
崎
性
立
を
白

J
9
T
Z〈が

山
内
記
夫
、
れ
と
お
り
、

そ
の
f
M
h
M
に
つ
い
一
ヰ
江
同
の
｛
疋
め
も
υ甘
か
v

れ
て
い
な
い
マ
こ
と
か
ら
J
q
れ
ば
部
門
協
J

疋
～
一
よ
り
、
泊
費
背
い
引
波
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義
務
十
負
わ
ヤ
む
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
仮

い
で
あ
の
）
ノ
さ
ら
に
言
え
ば
、
初
約
の
締
結
日
付
ぺ
は
法
律
ー
の

義
務
〈
は
な
い
～
、
と
か
仏
、
ー
と
次
的
物
試
制
震
に
に
仰
い
ら
の
利
益
J
U
則
待

L
円
行
な
い
事
業
吉
が
お
汁
白
川
d

疋
の

は
、
廃
棄
物
の
引
収
義
務
及
び
汗
バ
ア
比
佐
却
荒
ル
パ
ん
を
J

J

わ
せ
る
こ
と
は
団
幹
と
あ
る
と
芳
λ
ら
れ
る
こ

結
凶
の
と
－
了
。
、
部
門
協
定
は
れ
啓
一
一
点
に
対
す
る
拘
束
力
を
七
せ
ず
、
事
設
者
も
ま
た
伺
協
定
を
締
結
す
ゐ
何
ら
の
誌
壮
仰
を
い
い
日
わ
な

い
n

川
市
作
い
け
行
及
び
関
係
事
業
者
が
つ
μ
ソ
／
ク
ル
杭
皮
ト
ト
品
市
役
h
C
Fる
こ
と
は
、

日
発
的
宅
自
主
的
な

f
為に一一
9

き
な
い
と
い
え
る
ド
た
ろ
う

U

ま
七
、
協
定
を
締
結
し
ん
業
者
も
、
家
電
時
」
棄
物
の
一
叫
ん
井
千
迫
跡
し
亡
収
束
す
る
義
務
ま
で
負
う
わ
け
む
は
な
く
、
凶
器
以
汗
か
り
山
日
求

さ
れ
た
場
A

に
河
極
舵
に
引
き
取
る
北
枕
怖
を
お
う
に
と
と
ま
る
一
手
業
者
い
か
リ
汁
J

ク
ル
の
た
め
円
筒
抑
的
一
家
可
取
】
棄
物
を
収
集
す

る
庁
レ
一
つ
か
は
、

d
F
ピ
ジ
不
1
1
の
利
／
ん
耐
を
お
待
し
将
司
ぬ
か
と
う
か
に
よ
る
こ
と
と
な
り
、
民
律
の
什
判
み
と
し
て
、
そ
の
義
務

Jラジル灯尽空事物対殺伐の投，＇， どノ；－f長引反とさ

ゃ
f
／
亡
、
F

J

L

ノ
A
J

ブ
が
設
け
ら
れ
に
い
る
わ
け
で
は
な
い

似
し
し
の
一
、
じ
Y
3
J
λ

り
す
れ
ば
、

人
工
一
、
の
関
一
怜
半
日
！
ト
ゼ
ヤ
て
拘
束
力
主
伊
豆
じ
と
わ
け
ご
は
な
い
が
此
に
、

在
活
的
功
流
制

市…いい民戸一凶川、

え
を
実
ぬ
寸
る
た
め
の
述
切
と
旬
以
ー
で
は
な
い
と
き

J

、χ
ら
れ
る
c

z
t
r
に
も
か
ー
カ
わ
ら
ず
、

な
イ
、
就
市
首
一
定
は
ぽ
造
的
初
流
制
法
に

お
い
て
で
安
な
J

六
施
f
j
段
と

L
て
い
区
づ
け
り
れ
↑
、
い
る
の
で
あ
ろ
う

ι）
ー
ハ
T
J、
の
い
法
過
梓
に
制
包
コ

L
P
」3
2
J～白
7
2
L
R
V

F
T
F
r
r
Fご
古
一
一
三
」
万
世
訟

L
v
o
れ
ば
、

法
判
剖
疋
い
阪
し

士
業
心
十
日
聞
は
U
4
A
M世
引
に
対
す
る
f
h
J

取
義
校
及
び
適
正
目
立
Hh
，
此
快
晴
を
京
け

る
こ
と

μ
一
仙
反
発
し
て
い
に
政
出
側
は
、
こ
の
よ
与
な
反
対
の
右
ノ
を
い
十
め
る
れ
ん
め
い
、
政
令
μ

い
、
つ
い
わ
ゆ
る
い
統
的
な
叔
糾
山
内
統

山内
γ
J
m
K
を
砕
け
つ
コ
、
事
業
若
乃
隊
突
入
叫
忍
／
抗
争
一
時
保
ー
一
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
こ
で
、
事
業
弁
と
述
訂
川
政
古
川
げ
が
対
等
な
立
場
三
家
電

3
 

礎
禁
物
の
つ
ぶ
ソ
／
ラ
ル

7
法
寺
栄
光
ず
る

F
段
と

L
c、
祁
門
協
定
が
拝
入
さ
れ
れ
J
n

池
山
（
目
す
れ
ば
、
部
門
協
定
は
、
中
」
k
J
A
刊
が
け
刈
寺

に
六
人
い
が
す
る
こ
と
の
で
さ
る
契
約
レ
一
し
ど
り
法
的
門
賞
を
持
つ
に
l
i
M
い
’
不
可
ん
ヘ
ァ
あ
J
J

た
f

そ
の
」
う
な
f
p

人
脈
に
お
い
て
、
部
門
協
J

て

hu木
法
の
重
山
町
な

1
段レ
f

し
仁
川
半
号
つ
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
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,,ii 

こ
の
点
に
阿
｝
〆
ご
、
老
ミ
門
戸

Z
C
E戸
弁
護
は
、
部
汁
協
定
は
包
括
的
な
拘
京
力
や
石
〕
な
い
か
ら
、
最
終
的
に
よ
刊
の
山
リ
ヘ
口
千
具

体
化
J
3
G役
割
を
凱
た
す
の
は
孜
〈
ド
に
L

、4
2
2
L
あ
ろ
う
と
の
予
測
を
述
又
ご
い
む
「
で
、
ぺ
で
な
け
れ
ば
、
部
門
協
定
を
終
結

L
な
い
や

ゴ
桐

業
は
お
務
を
課
メ
札
仕
い
こ
と
ど
な
り
、
川
じ
い

ι浮
に
お
い
て
企
業
二
μ

に
異
な
っ
た
義
務
が
立
Z
A
J
す
る
と
い
つ
い
わ
ド
態
が
生
じ
、
本
法

の
支
効
川
が
促
疋
さ
れ
て
し
ま
う
こ
y

に
な
る

J

ま
た
、
お
円
協
だ
の
締
結
可
能
注
を
泊
め
る
と
め
に
は
、
部
門
協
定
乃
正
」
山
手
続

H

向
山

t
hオ
ポ
パ
に
限
っ
し
害
見
を
lr叩
い
て
協
定
の
案
4
V
刈
点
寸
i

る
一
一
と
が

h
川
で
あ
ん
叫
か
も
し
れ
な
い
と
す
ゐ
c

H
4
m
M
M
2
0
ロヘ、
E
L
C
目
。
］
己
弁
護
卜
も
ま
た
、
山
山
岸
川
約
流
判
皮
J
h
A

市
六
泌
す
る
と
め
日
は
改
〈
ー
が
岳
山
久
山
、
な
む
と
烹
正
取

L
亡
い
る
に

コ
k
l
h
J
二。

！
1
日
J

l

h

協
定
締
結
の
日
立
口

リ
当
事
者
と
な
る
ポ
業
者
に
つ
い
て
は
、
会
て
の
主
業
が
参
加
す
る
N
U
品
交
が
あ
ゐ
引
力
、
太
部

分
の
企
業
が
参
加
す
れ
ば
足
り
る
の
か
、

J
V
3
2礼
〆
計
協
会
の
み
F
締
結
J
9
る
苧
〕
と
が
で
き
と
の
ド
；
、

E
、

t
v

ず
れ
の
古
が
印
門
協
定
を

す締
る宇古

》る
力、

熊統
｛た性～、
川、こ

! ズ干
なす
るる
y 0) 

しか
て刀、
'," IV'. 
るびら

か

な

'( 

／守れ

そ
の
た
め
に
、
こ
札
仁
一
一
る
紛
下
を
予
防
す
る
上
で
、
政
令
を
制
定

H 
ヒ
戸
電
L
J

こ
4
4
V
時三、

ヰ
ム
7
1
d
m
1
1
みメー

部
4
4

渇
一
に
の
深
刻
な
欠
陥
守
あ
る
に
相
坤

ノ
一
ぃ
、
の
限
係
者
に
杓
石
川
力
ゃ
ん
斗
す
る
わ
け
で
は
な
、
い
ζ

γ

v

い
は
、

可，
u泊
H
Lしl
品、

「
「
よ
じ
ノ

l

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
新
し
い
法
制
度
で
あ
る

F

で
r
T打、
い？刀
ιい
ふ
る
形
で
実
施
さ
れ
る
か
、
ど
の
松
以
実
効
性
を
も
す
る

か
が
依
然
と
】
〕
て
大
透
明
で
あ
る

叶
い
の
趣
旨
に
泊
し
た
切
伎
や
構
築
す
る
ん
め
に
は

消
費
者
あ
る
い
は
開
NMmhJ業
＃
と
い
っ
子
利

害
問
コ
咋
へ
の
山
工
手
似
を
深
防
Lrv
る
こ
と
に
ふ
り
、
制
度
の
渋
川
引
J
U
J
ゼ
雌
深
す
る
F

〕
と
が
主
要
で
あ
る
こ
消
皆
、
主
力
参
古
手
推
と
す
る
ナ
め

に
は
、
啓
発
活
動
a

教
育
活
設
が

h
効
叫
を
も
ち
う
る
が
、
河
川
市
亨
恥
一
吉
に
と
っ
て
、

J
庁

f
ク
ル
刻
授
は
日
ら
の
円
日
正
法
的
砕
石
に
詞

方
る
た
め
、
一
村
分
に
白
紙
と
考
え
る
場
九
じ
に
の
み
、
積
一
時
的
な
い
小
JMが
凡
一
ー
で
よ
れ
る
n

し
か
し
、
そ
、
つ
で
な
M

U
喝
さ
に
は
、
関
係
事
業

苔
M
V
、
山
円
円
引

3
れ
J

ノ
ム
ハ
十
円
、
波
正
に
処
刑
川
す
7
Q
と
い
う
占
有
売
を
任
意
に
引
き
う
げ
る
と
は
与
え
に
く
い
じ
そ
の
七
め
、
川
川
協

E
が

九
f
の
ま
ま
む
有
効
に
筏
能
、
一
タ
る
と
い
、
）
戸
い
と
は
山
川
河

L
r一
く
い
一
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J
め

υ
勺

L
f
J
N
U

ザ
ラ
ジ
ル
に
お
い
乙

本
電
リ
吋
イ
ク
ル
孜
苛
は
三
較
的
新
1

v

い
別
は
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
部
門
協
定
に
ー
か
け
子
れ
を

当
施

J3号
、
y
は
、
新
少
な
蕊
棄
物
管
到
の
ず
J

ブ
ロ
チ
に
迎
心
ず
る
r
め
の

m
河
川
仕
陪
L

J

て
仁
川
品
、
え
る
こ
と
も
で
き
る
っ
そ
の
工
う

に
考
よ
八
れ
ゴ
、
そ
の
絞
験
か
f

門
学
P
U
N
7

一
ヤ
と
を
時
ま
え
た
ト
で
、
後
に
拘
束
力
を
有
ず
る
政
令
を
制
定
す
ふ
こ
と
で
、
政
F
け
が
よ
り
効

ヰ
ー
円
在
政
策
を
r
J
米
坊
に
だ
り
仙
す
る
し
い

" み

つ

四

プ
ラ
ン
ル
の
お
か
一
巡
リ
サ

f
ク

ル

制

度

の

民

望

日

本

L
一
一
ノ
一
ブ
シ
ル
の
制
度
山
較
を
踏
ま
、
ぇ
也
、

／一プご
J

ル
花
び
日
本
に
お
げ
る
f

永
電
リ
ザ
ノ
ク
ル
川
区
の
た
正
出

十比一の
J
Aノに、

プ
ラ
ジ
ル
の
廃
棄
し
！
は
策
の
わ
方
は
、
午
後
の
法
的
共
凶
作
ー
ー
に
か
か
っ
て
お
り
、

本
氏
が
制
定
5
れ
て
も
、

Jラジル灯尽空事物対殺伐の投，＇， どノ；－f長引反とさ

の制～一伎を心苦リ
J

沿
い
に
じ
↓
、
体
的
な
制
度
設
計
を
ν旬
、
さ
や
余
地
は
多
分
ト
残
一

J

て
い
る

v

そ
こ
で
、

υ本
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
り
い
が
ブ
ラ
ジ
ル

と
の
在
度
参
考
と
な
ー
り
尚
一
ぬ
か

L
つ
い
て
、

M
7
H
の
単
一
一
日
一
を
検
苧
な
が

の
廃
棄
羽
町
策
誌
に
」
一
川
下
ぷ
、
、

ワ公こ
L
Y

しこ斗吋ノ人、
J

川斗

不
の
玄
武
I
ノ
サ
イ
ク
U

制
汗
」
ブ
フ
ン
ル
の
制
変
を
比
一
収
す
る
と
、
ム
ヘ
一
一
昔
の
聞
に
は
、

つの北ハ［山辺門一、キニ門｝
L

い
だ
’
〕
λ
ノヲ匂

r

家
用
問
問
、
棄
物
に
山
j
る
H

サ
f
ク
ル
・
処
理
R
刊
を
有
す
る
の
は
、

山
口
出
仕

と再

に、

i
ぶ
に
お
い
て
も
ブ
ブ
ジ
ル
に
お
し
と
も
、

で
は
な
ノ
＼
凋
法
す
る
車
業
き
で
あ
る
一

J

す
な
わ
ろ
、
廃
棄
物
・
1
ノ
汗
イ
ケ
ル
対
策
の
分
野
で
は
、

（

E
P
R〉

司
可
Y

一
も
ド

Y

一
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
奇
採
出
L
ご
い
る
と
い
よ
〈
ふ
「

E
P
R
の
ド
ヤ
な
じ
肘
飯
は
、
t
h

叫
禁
物
の
け
叶
ノ
ペ
ー
ク
ル
e
L
M
L

却
安
打
を
コ一

治
体
か
ら
寸
断
品
に
附
村
山
川
L

ヲ
る
こ
と
に
あ
る
っ
す
な
わ
ち
、

E
P
R
の
ご
は
、
牛
必
告
が
製
品

？

hρ
八
ず
に
E

h
択し
ι
対
こ
パ
り

F

I
b

－
K
干

f
l
F
i
l
lノ
｝

る
泊
日
な
配
信
を
収
り
入
れ
る
こ
と
で
、
良
品
に
よ
る
川
却
は
負
荷
を
低
減
ず
る
と
と
も
じ
、
ふ
れ
か
め
吐
来
約
込
山
岨
に
か
か
る
社
会
的
資

川
の
軽
減
に
つ
な
が
る
号
｝
と
が
慌
侍
さ
れ
て
い
7
G
I

日
正
引
に
、

家
電
同
店
主
物
が
製
氷
業
背
に
川
引
J
A

け
仔
は
さ
れ
ず
に
ど
小
法
投
棄
3
れ、

し
か
も
批
薬
［
ん
汚
い
か
不
問
又
は
碗
豆
背
と
い
う
場
企

位
IT[ 

阪人；L吊JG2 (S 21!1', 18刊にお：：；， 3 J 
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ナ汁

夫；

持
江
市
叫
が
山
一

h
山
で
そ
れ
ら
の
出
張
物
ゃ
い
込
け
す
る
こ
と
に
な
る
し
か

υ
な
が
ム

そ
の
よ
う
な
ヲ
訟
に
制
す
る

,,ii 

明
維
な
叫
ん
t
i
r
、
｛
司
司
叫
べ
の
州
什
咋
～
と
も
に
定
め
い
り
れ

C
い
な
い

そ
こ
で
、

T

パ
法
投
需
の
足
羽
仁
係
る
は
い
れ
惇
の
由
い
町
角
川
ハ
担
今
一
一
駐
ヘ
状
？
？
ゐ

ゴ
桐

J

J

こし
l

品、

ナ
r
d
l
l

裂
を
菜
芸
が
家
む
座
棄
物
を
川
引
き
取
る
際
ド
川
t
r
r
u
f
ー
か
ら
縦
収
す
る
手
数
料
の

ヴ

ピ

伝

よ

じ

レ

j
p

｝

h
l
 

部
を
廿
品
川
念
に
新
み
↓
人
れ
、

亡
父
？
岡
山
治
体
に
配
分
す
る
と
い
っ

ヂ
考
え
ら
れ
る
の

6》
】

y

け
店
法
レ
し
悩
別
法
｜
｜
V

犯
行
脱
出
の
役
割

円
木
で
は
、
指
珠
山
引
ム
山
形
脱
推
V

店
主
本
法
日
一
加
、
へ
家
官
、
同
動
中
、
叫
」
出
守
包
11八
片
手
に
問
7
7
Q
慌
別
件
い
M
m
v

抗
｛
止
さ
れ
I
～
い
る

f

〈
v

百
リ
ρ
r
J

九
ソ
ル
に
関
L
9
Z
Z廿

l
い
り
去
に
ー
は
、

巧
お
む
リ
ヰ
ケ
イ
ク
九
Tμ
に
お
い
て
F
J併
に
｛
し
め
ら
れ
て
い
る

日
本
め
れ
い
組
み
に
お
L
て

も
、
法
汁
r
の
捻
汀
に
間
同
）
、

も
九
ろ
ん
ち
ノ
勺
九
ド
や
υ
ぬ
れ
足
敗
に
一
ー
ね
り
れ
一
ー
、
i
d

ミ
事
尽
か
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
、
ま
さ
に
組
問
会
一
定
め

る
に
？
と
か

t
つ
に
V

ど

こ
れ
こ
す

υ
ど、

才

巴

X

V

プ
ラ
、
ン
ど
に
は
、

州
川
別
リ
サ
イ
ク
ル
法

向
%
棄
均
r
p
d
h
k
vい
と
い
っ
付
一
話
的
な
伝
律
の
ほ
か
、

卜

ぃ
γ

一
た
る
も
の
は
古
在
ー
ν
な
v

本
は
は
家

R
リ
サ
イ
ク
ル
に
コ
、
い
て
包
以
的
に
刻
、
一
一
日
～

J
f

い
る
に
す
ぎ
ず
、

I
J

斗
イ
ク
ル

ヤ

〆

h
r
y
m
、

ン
ス
ア
ム
の
回
、
体
的
な
あ
h
方
自
体
が
施
行
規
則
に
委
ね
勺
れ
て
い
る
に

川出刊勺、阜、
rl品、

f
j；
ー

比
叫
ノ
仁
川
呪
別
に
よ
H
L
F
造
的
物
流
制
比
の
刻
家
物
品
、

相
川
域
、
調
印
怜
υ
ず
の
具
体
的
な
佼
筒
、
羽
山
州
じ
情
？
を
定
め
る
吟
℃
一
が
可
花
で
あ
り
、
行
政
、
体
仁
広
範
な
裁
ι
一且がし
1
J
え
ら
れ

t
い
る
。

法
律
に
よ
る
は
献
な
川
山
な
し
に
？
政
体
に
包
山
「
双
山
公
規
則
市
定
濯
が

7
え
ら
れ
る
均
台
仁
は
、
行
政
に
よ
る
権

力
指
川
の
ぞ
ピ
れ
が
高
ま
る
の
で
の
よ
、
つ
な
事
態
を
子
治
寸
ョ
ゐ
た
め
い
は
、

の宰ノド岨

H
Jい
を
は
、
体
的
に
一
ιめ
る
散
の

段
階
戸
J

・
符
済
的
な
実
捻
一
一

J
d

能
性
を
詐
住
し
、
パ
ブ
リ
ノ
ク
コ
ン
叶
ル
一
フ
l
シ
ゴ
ン
一
］
続
等
の
参
ぶ
千
説
会
一
分

に
踏
ま
え
る
こ
と
が
不
可
に
じ
あ
る

ρ

ヲ
一
丸
り
し
《
i

、－
o

d
j
v
l
h
 

な
け
刊
本
法
で
い

戸
川
仁
り
計
結
な
｛
し
め
を
脅
か
す
、
多
く
を
花
訂
以

d～
↑
一
丸
料
、
行
政
一
対
L
1
仏
記
な
裁
辺
を
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む
J

え
、
い
る
の
一
千
ょ
の
ろ
う
か

そ
の
封
用
に
つ
一
｝
と
は
、
ー
に
以
卜
の
つ
を
挙
げ
る
こ
ム
が
可
淀
で
あ
ム
り
つ

るムr
均マ

一
」
忍
法
の
羽
（
疋
L
際
〕
r

、

る
f
め
の
第
一
が
こ
し
＼
市
況
来
物
対
交
の
包
ぷ
的
主
ス
キ
？
ム
を
法

’
止
す
る
こ
と
仁
干
限
が
出
か
れ
て
い
た
y

い
う
こ
と
が
い
え
ァ
ベ
そ
の
え
め
に
、
当
初
か
ら
、

1

枠
組
比
一

の
訓
’
て
が
志
一
川
さ
れ
、
同

法
に
お
い
仁
井
純
な
埠
定
を
史
的
る
こ
と
は
冗
適
切
と
あ
る
そ
与
え
ら
れ
た
と
目
測
さ
れ
る

υ

ル
用
に
、

不
法
の
引
疋
ま
C

ト
約
二
ハ
〉
ー
の
ほ
間
存
更
し
た
が
、

日
本
の
よ
苧
ノ
な
沼
山
川
リ
叶
ノ
パ
ク

仮
に
八
つ
回
の
枠
制
払
叶
引
い
に
恥
え
f
、

ル
法
に
よ
り
1
R
体
的
な
忙
刻
み
一
正
法
仰
い
い
で
ぷ
め

）

ず

l

v

l

 
U
 

よ
り
古
い
乍
月
が
か
か
る
と
懸
念
丸
れ
る
じ
／
利
政
の
拾
行
制
苅
を
刷
い

？hUW
｝）レ」円一トふれソ、

よ
り
込

I

勺
ど
な
形
JC
、
主
主
桝
ノ
棄
物
リ
ザ
／
ク
ル
抗
出
肢
を
具
体
化
す
ふ
こ
と
が
で
き
ョ
ム
ロ
と
考
え
ら
れ
る
r

山
串
二
に

て
ブ
ラ
ジ
ル
に
は
件
的
な
経
常
物
情
報
が
存
J

三
L
f
b
ド。～
h

に
た
め
に
、

政
府
i
iハ
体
的
な
↑
同
甲
山
梨
初
対
策
を
策
定
977ω

Jラジル灯尽空事物対殺伐の投，＇， どノ；－f長引反とさ

こ
と
が
凶
円
相
で
あ
っ
た

－F
ヘL
斤
句
ザ
〉
k

k
F日
子

家
電
山
崎
史
物
処
坦
の
引
状
を
分
析
a

説川
FI
し
コ
つ
、

Z
て
の
ん
～
め
、

除
問
〕
品
、

半
出
歩
一
制
定
伎
に
、

改＋［
J
r

司
寸
じ
川
す
よ
り
ほ
？
か
な
く
、
施
行
辺
町
に
よ
る
逆
浪
的
初
流
制
度
実
捻
と
い
う
以
外
の
選
沢
肢
は
阪
、
つ
れ
て
い
た
の
で
み
f
u
J

家
電
断
交
拘
に
つ
、
v

て
の
リ
ナ
「
ク
ル
体
ゾ
叫
ん
体
に
つ
い
く
詳
細
－

円
六
ド
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
ば
で
は
、

」
れ
に
よ

り
、
ノ
仁
政
裁

I

旦
い
い
限
定
さ
れ
る
と
こ
も
に
、

同
口
町
に
対
し
て
も
法
的
抜
け
円
八
が
最
少
に
さ
れ
、

法
的
安
定
住
が
保
障
さ
れ
た
c

4
7
一

口一／
z
l卜

お
け
る
立
法
J
絞
を
通
じ
て
刈
｛
此
戸
れ
る
法
律
の
万
が
、
行
設
寸
法
よ
リ
も
民
i
的
正
統
性
を
右
す
る
」
Y

一
は
当
然
で
あ
る
か
ら
、

相
む
と
〆
て
は
、

プ
一
フ
ジ
ル
に
円
い
い
と
も
、
法
律
仁
基
づ
託
、
｛
ふ
す

J

廃
棄
物
1
ノ
サ
イ
ク
ル
刈
度
の
持
統
が
ρ
止
め
ら
れ
る
べ
き
一
～
あ
ろ
う

J

,, 

Z
3
r
j
p
h
z
 

「
k
p
リ

γv司
d
J
P

ノイ

円
木
山
家
電
川
サ
／
ケ
ル
法
は

九
九
八
午
六
月
五
円
に
公
有
さ
れ
、

に
拾
行
三
れ
た
じ
す
な
わ
ち
、
ま
「
そ
の
部
が

一ι
九
九
八
ノ
ェ

（
木
法
山
川
町
川
山
第

条）
c

三
れ
に
刻
L
、
本
法

日
に
お
行
き
れ

日
に
完
人
ム
弘
行
戸
れ
た

二
ハ
ノ
ペ
ノ
一
ー
川
円

''11 
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,,ii 

は
、
そ
も
ワ
で
も
す
一
唯
一
的
物
流
剖
は
に
同
す
る
施
／
打
別
R
を
日
ハ
バ
門
的
に
定
め
て
い
な
い

J
7
Jブ
・

に
悶
ず
る
川
政
J

疋一は

地
’
れ
玩
川
で

る
閉
じ
に
J
M
／
心
さ
れ
る
と
の
疋
め
か
同
か
れ

v
Cね
υ

二
不
法
第
万
六

h

ル
夕
、
司
期
日
を
定
め
る
y
刊
肢
は
指
導
委
員
九
ぶ

ゴ
桐

に
委
ね
ら
れ
て
い
る

L
か
1
1
向
指
占
有
£
門
司
会
日
が
五
前
則
い
を
定
め
る
別
限
が
…
明
記
さ
れ
と
い
ん
ゆ
い
た
め
、
私
切
の

A

こ
ろ
、
京
一
辺

iF
庁
イ
ク
ル
の
ユ
ハ
体
均
な
焔
行
間
口
は
、
山

L

日りは中将のハおい午一一に
fpへ
ね
ら
れ
て
い
る
の

こ
の
よ
う
な
状
川
に
心
U

し
は

いいい本の

こ
と
が
有
川
市
で
あ
る
と
考
さ
り
丸
一

ω〈
つ
な
わ
ち
、

十
分
訟
行
間
的
措
下
市
よ
！
J

え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り

事
業
者
は
訂
同
前
九
一
施
設
が
椛
守
を
す
る
こ
と
が
一
一
ど
さ
る
ー
ま
た
、
一
ぱ
出
川
は
、
主
汁

定
期
間
に
わ
わ
っ
て
経
常
牧
応
援
Jt
ヴ
主
主
桝
ノ
棄
物
の
再
西
川
化
に
伐

γ
る
件
発
活
動
片
手
を
り
つ
こ
l
L
に
E
り
、
泊
費
背
が
こ
の
市
度

山
り
去
十
有
山
、
リ
ム

J

イ
ク
ル
一
出
動
に
つ
い
て
則
前
を
深
め
、
リ
ザ
ピ
ク
ル
へ
の
偵
怪
問
な
協
汀
ル
一
日
込
す
る
こ
と
が
り
能
？
と
な
る

7
ニノジ

ル
の
税
実
的
な
掛
川
町
的
・
討
会
的
事
件
ヲ
に
錨
今
札
↓
b

、
リ
ヴ
イ
九
ノ
ル
制
度
が
恨
什
く
た
め
に
は

l
分
な
山
片
岡
山
が
必
要
で
あ
る
と
υj7え
九

l

v

J

、J
下、

少

4
Y河
心
マ
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
も
、

段
階
的
施
／
つ
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
£
？
1

,I 

間
資
源
化
義
務

日
主
の
家
定
ー
サ
イ
ク
ル
川
、
に
お
い
て
は
、
製
ム
店
業
者
に
対

J

、
家
電
出
来
物
の
総
主
己
の
ん
疋
前
九
川
一
9

7

f

1

／
ア
ル
・
1
ノ
サ
イ
ク

Jl 
~ 、

ー
い
る
。
木
次
も
、
逆
送
中
日
物
沃
十
完
治
す
る
i
r
、
製
♂
造
業
在
日
J

、
ム
ヰ
ら
制
民
民
し
た
元
市
済
制
仏
「
刊
を
引
、
き
取

り、

J
サ
イ
ク
ル
又
は
坦
け
に
処
分
す
る
こ
と
を
－
止
め
て
い
る

ー、。
Tjfj

、

見
、
円
本
と
制
じ
よ
う
な
制
限
に
み

一
伺
法
第

一
た
て
ゆ
弟
一

え
る
が
、
プ
一
フ
ン
ル
の

｝
ン
ポ
ス
ト
化
、
的
問
収
拾
吋
リ
乗

一
と
は
初
め
亡
広
範
な
概
念
で
あ
れ
、

－
r
H、
可
久
川
町
原
工
、

J

1

1

j

i

l

 

終
的
な
処
分
と
し
て
の
弘
戸
市
有
物
処
刑
円
の
す
べ
て
が
ん
百
ま
れ
む

（
川
法
第
一
二
条
館
七
一
一
三
そ
れ
武
プ
ラ
ご
〆
ル
で
は
、

日
小
と
は
川
久
な

｛ーコ，
A
U
以
の
ウ
ニ
ァ
リ
7

ル

リ

句

r
ク
ル
の
克
廿
に
は
川
一
保
さ
れ
一
に
い
な
い
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J
め

υ
勺

L
f
J
N
U

ザ
ラ
ジ
ル
に
お
い
L
J
O

リ

ド
ペ
ホ

川凶
i
汀

ft
分
の
日
惇
た
川
一
位
は
定
め
ら
れ
て
い
る
一
れ
（
休
的
に
は

F
l
i
p
u
 

N
U
F
J
hい
有
＃
4

1

山

以
平

下μ
、
乙
＼
J
山
山
勺

！

d
U
3
I
C
 

（
司
法
第
九
九
士
、
九
二
；
く

ぞ
れ
ら
の
羽
に
お
け
る

品
川
り
説

H
な
最
終
処
八
J

と
い
、
つ
府
吾
と
な
る

町
出
土
、

f
列

l

日
（
休
刊
な
汚
択
恭
中
が
法
定
ち
れ
と
い
な
い
〆
一
い
う

pττ
／

部
門
協
z
疋
の
刈
作
と
〕
て
「
注
進
的
物
涜
市
民
に
お
け
る
元
山
肌
い
い
］

世
三
？
と
い
う
事
攻
t
J
設
け
り
れ
て
は
い
る
が

一
一
計
指
へ
4
4
つ
こ
の
目
標
灯
巾
に
再
資
源
化
に
刻
す
る
い
品
川
牟
が
含
ま

戸
述
邦
政
ヘ
γ
第

れ
て
い
ゐ
ゎ
ν
う
カ
は
不
明
で
あ
る

戸
々
の
こ
と
か
ら

実
品
川
貝
的
に
製
「
出
の
リ
サ
／
ク
ル

2
ム
間
接
の
坪
？
げ
机
～
一
分
と
い
ろ
レ
も
ら
の
処
沼

方
法
を
川
い
て
も
造
法
と
な
ら
な
い
レ
L
4
え
ら
れ
る
の
で
、

N
F
1

仏、
k
h
l
J

十
三
一
円
〉
一
ー
＼
斗
ふ

｝

L
i
i
z
J
ι
i
V
1
L
v
！

b
 

り川川
J

ク
ル
世
代
め
ゆ
が

存
ノ
ん
し
な
い
J
い
1
7
見
方
も
あ
之
し
佳
か
に
、

製
店
業
守
は
家
電
出
来
約
を
引
き
取
ら
な
げ
れ
ば
な

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
も
、

'LI 、

ら
な
い
l
y
u
け
れ
て
い
る
こ
れ
を
契
機
と

L
亡
、
家
百
廃
棄
物
か
ら
山
利
用
可
恨
な
材
巴
あ
る
い
は
有
間
引
を
分
離
し
、
円
ら
こ
れ
を

Jラジル灯尽空事物対殺伐の投，・， どノ；－f長引反とさ

製
品
の
原
材
料
と
し
て
利
用

1

又
は
υ原
材
料
し
と
U

て
利
川
ナ
る
4

刊
に
詑
波
オ
ミ
ニ
！
と
は
、
収
人
ト
ヤ
一
な
り
、
つ
る
そ
こ
で
、
川
什
令
官
、
民

化
が
製
造
業
者
の
ピ
ジ
人
J

づ
一
ブ
ラ
シ
に

T
ま
れ
る
土
つ
じ
な
る
場
人
刊
に
品
川
、

り
庁
「
ク

H

U

W
い
…
…
門
同
志
製
造
す
。
イ
ン
セ
ン

ア
ィ
ア
に
な
る
と
マ
ぃ
d

主
主
れ
る

［
久
子
こ
異
な
h
、
け
ノ
付
イ
ク
ル
市
町
ノ
い
う
幕
準
に
従
う
義
務
が
課
さ
れ
て
い
な
い
の
士
、

ー
〕
か
し
、

応
貸
出
附
化
を
ド
ペ
ヘ
か
r
う
か
は

円
い
持
え
れ
ば

円
資
涼
化
会
一
れ
う
p

め
の
山
町
叫
が
匂
く
、

経
済
的
な
資
附
岳
地
品
分
が
の
F

柁
巣
じ
を
九
ね
ら
れ
亡
い
る

ヤ
〉
／
資
原

の
市
場
征
丙
n
が
低
い
場
九
円
に
は
、
制
仏
直
業
者
は
、
家
＝
仙
卒
棄
物
を
位
、
背
最
終
処
分
す
る
こ
と
の
ん
～
が
経
治
的
ド
有
利
で
あ
る
い
判
断
川
し

が
ち
に
あ
り

内
資
源
化
を
行
わ
な
い
川
能
同
が
す
川
ノ
よ
ωる
の
法
伶

羽
市
慨
な
用
資
原
化
法
沿
い
巾
J

課
さ
れ
て
い
な
い
と
す
れ
は
、
強

行
場
刈
に
よ
り
一
一
丸
を
規
定
づ
奇
心
戸
一
ー
に
も
革
、
え
ら
れ
る
子
、

本
法
に
は
J
叶
ノ
ク
ル
義
務
に
つ
い
f
具
体
的
な
法
伶
－
の
根
拠
が
作
在

し
て
い
な
い
c

ま
た

の
い
舷
正
川
叩
～
分
r

官
会
ず
る
こ
と
い
ヂ
川
能
で
あ
ろ
う
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ど
だ
）
、

附
叫
存
人
物
管
辺
の
後

y
M
L
Kは
一
庁
め
、
f
つ
れ
た
か
ら
、

o
 

uJ4 

そ
の
優
先
ぬ
い
の
具
体
的
あ
り
ん
を
、

,,ii 

十
六
綿
花
汁
六
み
を
き
め
、

ト
L

乃

の
政
令
に
よ
り
疋
め
る
と
い
う
遅
れ
改
は
桟
さ
れ
、
い
る

J

憲
法
に
長
つ

は、

J
ラ
ジ
ル
ぃ
甘
い

キ
十
告
す

ゴ
桐

0 ，，、

法第
iCR 八
ゴ〉！？刊

橘条
(T め
権問
山立i
r ＂ろ
に、工

あ 撲
る，，摂i

" y 

f~ ；；】

グ〉

あ

治
則
の
法
律
い
ふ
る
壬
斤
埠
定
内
何
↑
ト
に
か
か
わ
り
ず

ノ
し
政
干
し
ラ
え
ら
れ
て
い

法
伴
を
よ
か
他
ー
す
る
こ
と
が
そ
の
作
用
の
一
つ
ず
あ
ぶ
た
め

こ
の
い
柚
／
小
JKは
行
政
司
日
の
権

限
と
さ
れ
じ
お
り
、
注
市
政
吋
は
、
法
芹
て
具
体
的
な
委
任
が
だ
め
り
れ
ど
い
な
い
ぬ
ん
口
で
あ
っ
て
も
、
叫
ん
リ
と
い

一
必
す
。
ニ
レ
〈
が
認
め
ら
れ
ど
い
る

f

ま
七
、

二
上
ー

λ
I
f

i

－

4
！
f
b
t
 

iユ

'" 

巨
｛
丸
山
崎
山
伺
出
議
会

M
U
M

の
対
半
酌
な
粁
引
を
目
指
寸
芯
準
及
び
判
別
町
を
治
定
す
る
住
附
出
走
有
L
一
に
い
る

J

リ
モ
J

ク
ル
fh体
は
、
五
八
扶
、
資
源
の
沿
い
k
l
杭
な
杭

mヒ
勺
川
い
の
っ
と
考
え
、
り
れ
る
の
じ
、
木
ほ
ご
は
ん
ふ
く
、
球
反
政
策
必
を
机
犯
と
し
て
、
（
J
C
U
L
U
P
が
け
苛
ィ
ケ
ル
に
関
連
す
る
具
体

的
な
主
準
て
A

一
規
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
ど
ソ
え
ら
札
る

理
想
し
y

て
は
、

プ
プ
、
ン
ル
に
お
い
〈
も
、

ヨ
本
と
同
九
げ
に
、
氏
往
に
よ
り
拘
束
的
な
再
資
泥
叱
恭
却
を
規
定
す
る
？
主
で
あ
る

J

唱え

q

m

d

l

弘、

1
1
h
 

リ
サ
イ
ク
ル
付
料
の
川
町
川
山
山
町
い
陀
M
W
な
／
＼
長

ブ
一
ブ
ン
ん
に
い
心
い
て
円
ぷ
の

天
M
K
h
d
版、

造
業
uy
に
け
叶
イ
ク
ル

も
こ
こ
に
な
り
、

rrd帰
化
技
術
及
び
リ
祈
イ
ク
ル
が
右
寸
句
な
製
品
を
製
造
す
る
ー
で
の
強
い

ィ
ン
セ
ン
ブ
ヮ
7
が
与
、
一
／
わ
れ
る

P

、
y

に
な
ろ
、
つ
ペ

じ,, 

J
ザ
イ
ク
ル
に
係
る
笠
川
内
請
求

宮
市
H
ハ
旧
日
の
あ
h
刀
い
つ
川
て
は
、
一
い
に
十
乗
せ
点
バ
、

川
方
バ
と
い
う

一
つ
の
守
人
小
、
あ
る
f

1

H

l

来

川
方
バ

せ
方
1
川

製
造
長
者
が
リ
サ
ノ
ク
ル
資
川
刷
を
川
正
U
L
の
叛
完
缶
採
に
乗
せ
す
る
方
l
u
r
あ
り
、
南
京
石
か
九
十
数
件
ー
と
い
う
汽

と
は
、

日
で
費
削
を
徴
収
一
7
る
こ
と
は
し
L

泣
い

一
2
仏
い
占
j

八
」
と
は
、
消
費
者
が

総
人
時
に
け
十
ノ
イ
カ
ノ
ル
の
そ
め
の
手
数
札

i

を
に
払
う

「
」
…
込
町

IS5υ 三iil'L3〕rn~ ；，戸市j 位（G221; 



十J

乍
八
六
、
仁
あ
リ
、

後
払
い
に
ゲ
メ
こ
は
、
消
費
者
が
排
川
時
に
、
由
千
万
i
7
必
料
を
支
払
へ
五
六
で
あ
る
c

経
常
尽
に
消
世
絞
れ
」
に
転
嫁
さ
れ
、
事
長
L
し
消
費
4
ナ
ノ
の
み
が
、
官
一

川
を
込
担
一
7
F
T
－
C
と
な
る
こ
の
よ
う
な
費
出
’
叶
（
担
の
あ
り
方
が
家
定
経
常
物
の
不
法
投
棄
予
吐
激
憎
の
一
（
前
制
と
な
り
、

に
対
し
て
ソ
サ

f
ク
ル
の
下
山
い
イ
〆
ピ
／
｝
ア
r
ブ
デ
ワ
え
ら
れ
な
い
安
出
ご
あ
る
と
批
判
」
れ
て
U

る

日
十
ふ
の
家
定
ー
サ
イ
ク
ル
川
、
に
お
い
て
は
、

川
J

汁
ノ
イ
i

ク
λ
菅
川
は
、

制品川佐川世帯
f

こ
っ
竹
、

i
f
u
l
d
 

デ
ノ
ラ
ジ
ル
に
お
い

l 
Lι 

> 

制
NY広
川
平
常

w臼、

新
入
業
者
、

創
業
許
及
び
小
？
冗
業
者
は

必リ
k
な
取
い
が

位
進
的
物
点
目
肢
の
史
浩
・
淫
止
を
確
保
一
一
9

る
た
め
に

み
を
全
ピ
弁
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー
と
去
れ
て
は
い
る
も
の
の

本
法
第

条
第
一
項
）
、
不
屯
需
主
物
山
内
々
」
小
説
化
に
Mm
ゐぃ
EF
柑

ハ
民
析
に
つ
い
て
の

ι、
休
的
な
氾
｛
し
は
年
f
N

什～す、

そ
の
戸
川
休
前
な
杭
官
民
誌

A
が
且
商
店
な
ぷ
鰐
一
r
一
な
っ
て
い
v
る

ァ
て
一
、
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
1
わ
い
て
、

y
の
よ
う
な
方
1
八
が
道
切
ヴ
あ
る
い
eLE考
え
る
？
と
、
ま
ず
、
光
弘
い
方
式
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
税
制

Jラジル灯尽空事物対殺伐の投，＇， どノ；－f長引反とさ

事
情
y

ト
川
市
み
て
見
切
で
な
い

T
な
わ
ち
、

て
豆
、
し
税
口
佐
が
凶
日
目
の
よ
え
な
U
作
品
工
ネ
一
括
ど
f

よ
μη
、

目
立
プ
フ
ン
ル
に
お
い
て

e

市
川
山
一
、
れ
に
惣
似
し
と
追
加
的
色
門
戸
を
埠
人
ず
る
こ
と
は
、
研
一
実
的
に
医
刻
む
あ
る
例

2

んば、

わ
一
戸
川
凡
史
料
ト
に
お
い
て
、

円
4人

プ
ヲ
ジ
ル
い
お
い

C
は

ハ
九
米

qv u
 

η
乙只

v－ο
 

2
 

5
 

品
川
取
物
内
処
分
に
係
る
昔
日
川
刑
を
樹
立
者
に
件
被
転
校
す
る
」
た
は
一
般
治
で
は
右
か
勺
た

U

同町、、ノぇp
 

σ〉
% {[ 
こ対i

な負

し＇ ＇土

7ゃ1

八
%
に
こ
l

／
ま
つ
ご
い
る
の
に
一
行
ツ
ス

ブ
ソ
ジ
ル
に
お
け
る
租
桜
台
円
以
一
京
は
、

一一

G
D
P
比
に
お
い
こ
約
一

リ
サ

f
hソ
ル
に
附
わ
る
f
j
数
判
が
、
心
川
の
社
内
一
九
担
こ
受
け
と
ら

は
、
結
采
と
し
て
け
サ
イ
ク
ル

政
策
に
対
J

－7
2
h州
協
力
が
得
わ
れ
な
ノ
、
な
り

決
策
の
効
果
的
実
施
が
引
お
じ
さ
れ
む
お
て
れ
が
あ
る
。
次
い

絞
払
い
方
式
も

ん
米
ロ
見
出
～

柴
物
の
T
h

法
投
烹
事
九
州
ー
が
伊
HK
工
、
い
う
巳
本
ー
の
経
款
に
埠
み
る
こ
、
調
切
で
は
な
い

2
与
え
ら
れ
る

d

宇
由
サ
｝

H
J々
有
告
制
仏
出
法
肢
を
見
る
と
、
消
交
苔
ト
ト
対
し
て
つ
旬
／

L

ヴノル川町川
rf会
請
求
宇
る
制
度
は
定
め
ら
れ
て
お
ゐ
り
ず

卒
業
粁
が
同
収
か
ら
再
奇
源
化
ま
で
の
費
刑
を
担
う
宇
一
と
と
な
ハ
て
い
る

幾
つ
？
の
向
治
伝
一
一
、
は

家
庭
か
一
丘
町
山
さ
れ
る

よ〉
L
hん

市
よ
京
伐
の
削
除
必
料
金
牛
j

が
徴
収
さ
れ
て
い
ゐ
も
の
の

そ
の
よ
う
な
糾

l

金
徴
収
は

し
ば
し
ば
市
「
止
め
強
力
な
以
廷
に
凶
削

L
て
い
る



,,ii 

例
え
は

く1

一
午
に
判
定
さ
れ
な
汁
ノ
〉
パ
ヴ
ロ
巾
の
法
律
C
は
、
一
川
長
が
山
一
民
か
ら
必
要
な
費
出
を
料
合
J
7
〕
て
請
求
す
る
こ

3
｝

を
認
め
て
い
？
が
、
こ
の
こ
と
子
市
以
の
反
発
を
招
う
、
科
ふ
三
副
求
に
対
す
る
科
訟
が
開
お
J

F

D

さ
ら
に
、

F

」
山
間
迫
今
一
日
ヨ
の

ゴ
桐

っ
と
〆
て
当
時
の
市
長
の
v
h
判
が
氏
、
レ

と
二
／
＼

L
U
H

荘
ん
］
こ

A
C－J
E
宜
に
行
わ
れ
た
市
長
選
で
は
一
汗
還
を
果
f
せ
な
か
っ
た

つ
つ
江
仔
に
は
、
こ
の
寄
築
物
料
金
規
正
は
免
J
U
さ
れ
る
こ
と
L

な
一
っ
た
。

以
1r

の
こ
し
に
p
h

加
え
、
事
業
者
が
逆
出
一
的
物
流
自
民
」
対
し
て
ん
ヱ
↓
了
町
け
を
ハ
Hγ
つ
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ゴ
、
本
法

γ
お
い
て
は
、
つ
引

f

ア
ル
費
川
も
事
茶
苔
）
工
り
負
担
一
三
れ
る
こ
と
が

J

予
定
さ
れ
て
い
乙
と
肝
釈
す
べ
さ
で
あ
る
「
そ
れ
り
氏
、
プ
コ
ノ
、
ン
ル
に
お
い
て
は
、

f
r
々
ル
賢
明
を
子
数
料
と
か
う
形
で
泣
雪
者
か
、
竹
山
川
収
可
ふ
れ
川
」
孔
は
安
当
じ
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

ザノ一ブ一ンル〕いいい（
U
L
て
も
、

販
売
山
格
〈
の
果
せ
と
い
、
つ
方
？
札
ド
上
り
、

リ
サ
J

ク
ル
費
叩
を
め
る
建
一
昨
日

結
染
問
に
、

事
w
t
苔
が
、

泊
費
析
に
転
磁
す
ゐ
ご
と
は
子
炉
い
き
、
れ
る

J

ー
か
U

、

｛
叩
格
競
争
上
、

下
業
者
が
り
斗
イ
ん
／

ル
相
良
川
を
依
減
し
よ
う
と
十
る
イ
ン
日
ン
ユ
ノ
ブ

上
7二乗
:/J必ずナ

ノJ,, ' 工、
帆｝一

夫；（ ・J.. 

宇；，，

A ュ主
の k
J必 ~1:
' ~ 
fi 9 
十 、
ふ

り ま
もた

ヰ

ri 
{; 
C) 

デャ

店
(1) 
f) 

4立
カ冶

少
な、
合

川
『
い
ま
之
、
ノ
ラ
ジ
ー
ノ
の
と
八
百
情
勢
ふ
断
ま
え
引
ば
、
：
州
市
引
い
ん
式
ι
安
一
導
入
、
／
場
々
に
は
不
民
投
棄
の
明
叩
J
へ
は
税

匂
（
明
の
川
明
川
叫
に
叫
す

に
止
と
る
こ
考
え
ヮ
れ
る
こ
こ
か
っ
、

プ
ブ
ノ
ル
：
旬
、
ρ
ご
士
、

～

一

一

J

f

i

；
ー
、
？
4

ー
か
二
夫
返
ぱ

ト

川市叫
fy

ー
か
っ
、
泊
川
出
人
日
初
出
で
あ
る
い
ぃ
、
之
さ
つ
c

確
h
刈
ι
川
能
な
製
造
芸
者
に
相
引
す

pω
制
度
｜
｜
桁
走
法
人
の
役
部

ロ
い
木
の
家
主
リ
引
ノ
ム
ウ
ノ
ル
J

円
い
お
い
で
は
、

リ
サ
ノ
ク
ル
を
川
泊
に
進
め
る
た
め
い
指
定
法
九
制
皮
小
正
め
ら
れ
、
市

γ
』
需
品
刊
に
代
わ

り
、
実
直
刊
の
η
庁
イ
ク
ル
事
業
一
Y
」
相
、
つ
に
l
t
が
認
め
ら
れ
7
、
い
る

f

出M
P」
正
法
ヘ
は
、

い
製
造
背
の
使
用
治
家

小
川
り
つ
人
は

屯
制
官
h
川

～
以
「
ー
オ
1
7
ワ
〆
一
袋
店
」
し
と
い
、
三
を
何
百
い
川
化
寸
ゐ
こ
か
も
古
め
、

4
い
の
じ
組
ム
ニ
ハ
か
め
か
な
い
よ
う
い
、
さ
ま
ざ

IS52三iil'L3〕rn~ ；，戸市j 位（6225; 



」
と
が
ι

」
疋
さ
れ
と
い
。

十

A

士
山
こ
コ
ー
と
土
、
け
亡
し
ム
＼
〕
ケ
よ
川
リ
〕
え
よ
角

イ！
J

C

L

t

u

j

z

t

－一己／

U
J
J
7古
！
一
千

（－同
J
ぶ
川
一
一
条
コ
ご
れ
に
い
FJL、

完
的
な
法
人
洲
一
授
は
設
け
わ
れ
て
い
な
い

J

士
仲
、

四
川
以
仇
を
丸
払
わ
ず
に
輸
入
会
七
、
つ
染
者
が
少
な
か
ら
ず

ゾ
ラ
ン
ル
に
お
い
て
は
、

お
り
、
そ
内
土
、
つ
伝
家
乏
の
さ
町
市
場
は
「
グ
レ
ー
ト
ド
ド
均

v

と
れ
利
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
一
相
の
宮
山
市
↓
ヘ
に
品
川
剖
持
に
ふ
ら
れ
る
よ
ろ
な

タ
1
J
7ノ

γ

／

の
ょ
っ
に
サ

f
ケ
ル
J
1

ゐ
か
に
つ
い

t
b
法
定
さ
れ
て
お
3

り
ず
、
未
解
決
の
課
題
レ
一
な
一
っ
て
い
る
〉

ブ
ラ
ジ
ル
内
電
気
・
市
了
製
町
ぺ
世
一
業
界
協
会
一
〉
ゲ
ロ
ハ
勺
）

のん
U
業
活
花
村
会
川
町
直
包
祁
長
は

、

一
ー
年
川

π

〉
一
戸
口
町
内
同
何
〔

A
2
q
に
お
ハ
て
、

オ
l
フソ
j

J

製
口
市
ト
ワ
い
て
ど
の
よ
っ
に
扱
わ
れ
る
炉
が
、
廃
棄
物
刈
漁
法
の
呪
絡
に
お
げ
る
、
一
下

中凡な諜山知町一し
ι
な
る
て
あ
り
こ
っ
」
と
泣
べ
て
い
る
ま
た
内
部
誌
は
、

市
刊
輸
口
町
に
、

J

い
一
に
出
仏
江
川
川
物
流
を

U
う
量
打
が

ヴ
一
ブ
ジ
ル
同

山
ハ
の
来
業
界
に
出
汗
さ
れ
る
ご
と
は
九
十
／
＼
知

J

す
叩
と
あ
る
」

L
7
b
l
張
し
て
し
る

川
門
会
議
ご
、
辿
一
邦
税
庁
の
市
川
下
輸
社
民
部
（
む
H
J
J
E
C

Jラジル灯尽空事物対殺伐の投，＇， どノ；－f長引反とさ

'C 
σ） 

円

休
ri'J 

メ＇ ,. 0 

耳~ 0 Ii l土：川
勺、 fザ

J与，，払

1L 一
ヘ透
ウ迅 正日
ワ志t
r：日出l了

力、

し J品
ト穴、

〔一ぺ】耐勾セロ立ぴお
C
P
C
A
f
J
C
ロ日
ρυ
内山口ハ一
C

2
門）勾
V
A

にれん間以ロヶ
c
L
R

市戸℃々
ロロゴルロユ小口
A
W

戸
斗
山
間
主
2
片山］
VJm
レハ一命岡山｝）

Y
J
μ

～tb一
焔
門
叫
に
つ
い
て
は
、

同
庁
一
ド
ム
遮
一
一
な
処
f
刀
を
行
、
ノ
」
と
己
ベ
ん
も
の
の
、

も
、
メ
マ
ア
P

ン
内
定
は
、

ー
芝
町
い
巧
J
A

－－ょ、

ザゴ

j
p
1
1
；

密
愉
品
に
つ
い
て
霞
終
的
な
処
分
を
’
勺
つ
持

一一h
仏何人、門
m
だ
け
の
閃
窓
に
こ
ど
ま
り
な
ハ

阪
を
主
し
て
い
る
が
、

骨
骨
輸
品
以
外
的
合
法
的
な
輸
入
品
、
あ
る
い
は

H
内
に
お
い
て
製
造
さ
れ
た
製
品
に
J

い
て
は
処
分
権
限
を
市

し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め

却
下
五
円
引
を
円
一
議
者
が
例
生
あ
る
い
は
市
阿
明
か
ら
段
以
し
た
場
合

ら
の
間
一
』
JMι
一
再
資
源
化
す
る

責
任
を
負
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
法
、
お
防
人
口
刊
の
場
合
以
上
に
T
h

明
維
と
あ
一
。

の
持
疋
日
古
製
品
法
況
に
お
い
ど
も
、
J
Y

、
y

γ

J

製
一
川
の
処
分
武
打
ド
潤
す
る
胤
だ
や
指
定
法
人
制
度
の
よ
う
仕
長
疋
は
註

か
れ
て
い
な
い
り
し
か
し
、
フ
号
、
ン
凡
の
曲
目
薬
制
久
市
業
界
は
、
山
菜

hw却
の
、
組
正
処
分
を
行
、
っ
ベ
ノ
＼
山
富
山
J
d
処
分
協
〈
山
（
以
ヘ

同ロ
q
h
d〈
1
y
」い、つに一

レ
ぐ
い
う
法
人

tzけ
主
的
に
設
1
4
1
て
い
る

F
E勺
何
〈
は
、
呉
ム
ペ
仇
製
p

一L
業
持
が
宣
明
H
処
分
下
業
奇
声
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